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問1 光が水中から空気中へ進むとき、水と空気の境界である水面で光が折れ曲がる現象を何といいますか。 （2021年　高知公立入試　類似）

1.  反射 2.  屈折 3.  全反射 4.  散乱

問2 壁に垂直に取り付けられた平らな鏡の前に立ち、自分の全身を映して見るために必要な、鏡の縦方向の最短の長さについて正
しく述べたものはどれですか。 （2023年　新潟公立入試　類似）

1.  自分の身長と同じ長さが必要で
ある

2.  自分の身長のちょうど半分の長
さが必要である

3.  床から自分の目の高さまでの長
さが必要である

4.  鏡から自分までの距離に応じ
て、必要な長さは変化する

問3 ばねの性質を利用して力の大きさを測定する実験において、注意すべき点とその理由の組み合わせとして適切なものを選んで
ください。 （2015年　大阪公立入試　類似）

1.  ばねののびは力の大きさに比例
するため、ばねが元の形に戻らな
くなるような強い力は加えないよ
うにする。

2.  ばねののびは力の大きさに反比
例するため、できるだけ重いおも
りを使用して変化を大きくする。

3.  ばねののびは力の大きさの2乗
に比例するため、おもりの重さを
少しずつ変えて細かく記録する。

4.  ばね自体の重さによってのびが
変わるため、常にばねを横向きに
寝かせた状態で測定を行う。

問4 凸レンズによってスクリーン上に実像ができるとき、物体の各点から出た光はどのように進んで像を結ぶか。物体の「上端」
から出た光に着目したときの説明として最も適切なものを選びなさい。 （2025年　高知公立入試　類似）

1.  レンズを通り、スクリーンの最
も上の位置に集まる。

2.  レンズを通り、スクリーンの最
も下の位置に集まる。

3.  レンズを通ったあと、軸に平行
に進みスクリーンの中心に集ま
る。

4.  レンズを通ったあと、屈折せず
にそのまま直進してスクリーンの
中心に集まる。

問5 光が空気から水やガラスなどの異なる物質へ進むとき、それらの物質の境界で光が折れ曲がり、進む向きが変わる現象を何と
いいますか。 （2024年　山口公立入試　類似）

1.  反射 2.  屈折 3.  全反射 4.  分散

問6 鏡に映る物体の像のでき方と、その像が見える条件について述べた説明として、最も適切なものはどれですか。 （2022年　福岡公立入

試　類似）

1.  像は鏡の面に対して線対称な位
置にでき、観察者の目と像を結ぶ
直線が鏡の反射面を通るときに見
える。

2.  像は鏡の面に対して点対称な位
置にでき、物体と観察者の目を結
ぶ直線が鏡の反射面を通るときに
見える。

3.  像は常に鏡の表面に固定されて
現れ、物体から鏡の端へ引いた線
の内側に観察者がいるときに見え
る。

4.  像は鏡の面を境に物体と同じ側
にでき、光の反射角が入射角より
も大きくなるときに見える。

問7 音の性質について述べた次の文の空欄にあてはまる用語の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。「物体が1秒間に振
動する回数のことを（　①　）といい、その単位には（　②　）を用いる。音が低くなるほど、（　①　）の値は小さくな
る。」 （2019年　山形公立入試　類似）

1.  ① 振動数、② ヘルツ 2.  ① 振幅、② デシベル 3.  ① 周期、② 秒 4.  ① 波長、② メートル

問8 物体が水平な床の上に静止しているとき、物体の重さに抗して、床から物体に対して垂直に押し返す力を何というか、その名
称を答えなさい。 （2017年　奈良公立入試　類似）

1.  垂直抗力 2.  弾性力 3.  摩擦力 4.  磁力

問9 1つの物体に2つの力がはたらき、その物体が静止しているとき、これら2つの力は「つり合っている」といいます。この2つの
力がつり合うために必要な「大きさ」「向き」「作用線」に関する条件として正しいものはどれですか。 （2025年　京都公立入試　類似）

1.  2つの力の大きさが等しく、向
きが反対で、2つの力が一直線上
にある。

2.  2つの力の大きさが等しく、向
きが同じで、2つの力が一直線上
にある。

3.  2つの力の大きさが等しく、向
きが反対で、2つの力が異なる作
用線上にある。

4.  2つの力の大きさが異なり、向
きが反対で、2つの力が一直線上
にある。
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
屈折

光が異なる物質の境界を斜めに進むとき、その境界で進行方向が変わる現象を屈折と呼びます。今
回のケースでは水面がその境界にあたります。

問2 答え 2
自分の身長のちょうど半分の長さが必要
である

光が鏡で反射するとき、入射角と反射角が等しくなるという「反射の法則」があります。全身を見
るためには、頭頂部から出た光と足元から出た光がそれぞれ鏡で反射して目に届く必要がありま
す。このとき、鏡に反射する点は、目と頭頂部、および目と足元のちょうど中間の高さになるた
め、鏡の長さは身長のちょうど半分であれば全身を映し出すことが可能になります。

問3 答え 1
ばねののびは力の大きさに比例するた
め、ばねが元の形に戻らなくなるような
強い力は加えないようにする。

ばねには弾性があり、フックの法則によって「ばねののび」と「力の大きさ」は比例関係にありま
す。しかし、過度な力を加えて弾性の限界を超えてしまうと、ばねが塑性変形を起こして元の形に
戻らなくなり、比例関係も成立しなくなるため、実験では力の加え方に注意が必要です。

問4 答え 2
レンズを通り、スクリーンの最も下の位
置に集まる。

凸レンズで実像が形成される際、物体の上端から出た光はレンズを通過して、軸を挟んだ反対側で
あるスクリーンの下側に集まる。同様に、物体の右側から出た光はスクリーンの左側に集まる。こ
のように、光がレンズの中心付近を通過して交差することで、実像はもとの物体に対して上下左右
逆の向きに投影される。

問5 答え 2
屈折

光が異なる種類の物質の境界を斜めに通過するとき、物質によって光が進む速さが異なるため、境
界で光が折れ曲がります。この現象を屈折と呼び、私たちの身の回りでは水中の物が浮いて見えた
り、レンズで光が集まったりする現象に関わっています。

問6 答え 1
像は鏡の面に対して線対称な位置にで
き、観察者の目と像を結ぶ直線が鏡の反
射面を通るときに見える。

光の反射の法則により、鏡に映る像は鏡の面を対称の軸として、物体と線対称な位置にあるように
見えます。鏡越しに物体が見えるためには、物体から出た光が鏡で反射して目に届く必要がありま
す。これは、観察者の目から鏡の奥にある像に向かって引いた直線が、実際に鏡が存在している範
囲（反射面）を通過していることと同義です。この条件を満たすとき、光の反射によって実物の像
を視認することができます。

問7 答え 1
① 振動数、② ヘルツ

物体が1秒間に振動する回数は振動数と呼ばれ、単位にはヘルツ（Hz）が使われます。音の高さは
振動数によって決まり、振動数が多いほど高い音に、振動数が少ないほど低い音になります。1回
の振動にかかる時間は周期と呼ばれ、振動数とは逆数の関係にあります。

問8 答え 1
垂直抗力

静止している物体には、地球が物体を引く重力が働いている。このとき、物体が接している面を押
し下げる力が発生し、同時に面が物体を同じ強さで押し返す力が働く。この面から垂直に働く上向
きの力を垂直抗力と呼ぶ。

問9 答え 1
2つの力の大きさが等しく、向きが反対
で、2つの力が一直線上にある。

一つの物体にはたらく二つの力がつり合うためには、力が互いに打ち消し合う必要があります。そ
のためには、力の大きさが等しいこと、向きが互いに反対であること、そして力がずれることなく
一直線上（同一作用線上）ではたらくことの3つの条件がすべて満たされなければなりません。ど
れか一つでも欠けると、物体は動き出したり回転したりします。


